第８１回定時株主総会への質問

沖電気工業株式会社

取締役社長　篠塚勝正殿

　篠塚社長は、沖電気には「お客様と従業員」という２つの宝がある。と常々おっしゃっています。しかし、現実には社員に対する施策は「宝」というには程遠く経営危機を生じるたびにリストラの対象として多くの従業員が沖電気から追い出されてきました。1998年度には1万人以上いた従業員が2003年には6000人（沖本体）を割り込むところまで減少しています。今年の４月に大事故を起こしたＪＲ西日本では継承しなければならない運転技術が働き盛りの３０～４０代の人たちがいないため途切れてしまったとも言われています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

篠塚社長は本年のＭＢＷＡ（経営ビジョン・方針）で物づくりを重視した沖電気を作るといっています。しかし、今のような人減らしを続けたままでは、沖の技術はまったく引き継がれません。本当に従業員が「宝」というにふさわしい施策をしていただくために以下の質問をします。

1、 従業員の健康管理について

１－１　従業員が健康に働くために、会社が行う健康診断は大変重要です。２００５年度の健康診断は法に定められた項目のみ実施すると報告がありました。この数年間で、胃の間接撮影、眼底検査、希望者のみですが肺がん検査のための喀痰検査、今回は尿酸、血液検査の白血球数などの項目が減らされます。会社の健康診断で重要な疾病が発見され、早期治療が可能になった例も多くあります。法定項目だけでなく可能な限り診断項目を充実させることが会社の責任と考えますが、今後の方針をお聞かせ下さい。

１－２、沖電気でも、成果主義賃金制度の導入やリストラの影響で、心の健康（メンタルヘルス）を害して休職する労働者が増加していると、労働組合などから報告されていますが、過去１年間のメンタルによる休職者数および自殺者の数を教えていただきたい。

2、 女性労働者の実情について

２－１、　少子化が進み次世代の支援が経営の大きな役目になっています。女性が働き続けるための多くの施策が行われていますが、バロメーターとして女性の管理職比率がいわれています。現在の女性幹部社員が全従業員に占めるパーセントと人数を教えていただきたい。

２－２、　育児時間を取得している従業員の男女別人数を教えていただきたい。

２－３、　私の勤務している本庄工場では出産して育児時間を取ると元の職場に戻りづらくなり、育児時間取得者が一つのチームに集められています。元職に戻れない原因の一つに時間管理があると思います。短時間勤務なのにフルタイムでの時間管理がされています。これでは育児時間取得者が配属された職場では正常な時間管理ができず短時間勤務者を受け入れづらく元職に配属されない原因の一つになっています。実態の調査と改善の方法を聞かせてください。

3、 成果主義賃金制度（成果給）について

３－１　成果給の賃金体系が導入され多くの問題点が指摘されています。①先輩が後輩に仕事を教えなくなる。②仕事のミスを隠すようになる。③すぐ成果の上がらない仕事は敬遠される。④女性差別、思想差別などが「成果」の名で隠されます。⑤成果を上げなくても上司に成果だと認めさせようとする人がでる。⑥多くの従業員が、ただ働きをして「成果」に届こうとします。⑦職場の仲間は競争相手になり職場の団結が壊れます。

などの問題が指摘され最初に成果給を導入した富士通では見直しが始まっています。特に物づくりの現場では成果の評価が難しく、導入以前と同じ、相対評価で考課査定がされています。このような成果主義賃金では従業員のやる気をなくし、新しい仕事への挑戦をする気持ちをなくし、会社の機能も停滞するだけです。成果主義賃金の見直しを図るべきと思いますが沖電気の方針を聞かせていただきたい。もし、今後も成果主義賃金を継続されるなら、先に提起した、①～⑦の問題点を克服する方針を提起してください。

4、 個人情報保護法について

４－１　２００５年４月１日に施行され、沖電気でもすべての個人情報を一括して使用してよいとの同意を求める書面が配られました。沖電気がつかんでいる社員のすべての個人情報を使用することに同意する署名、捺印を求めるものですが、同法では一括使用の同意は求めていません。個人情報を使用するときは、そのつど同意を求めればよいことになっています。

求める必要のない一括同意をなぜ従業員に求めるのでしょうか。意図、目的を教えていただきたい。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の質問にお答え下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北村晴夫（本庄勤務）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００５年６月２０日

